


 

団 体 概 要 調 書 

フリガナ マツオレンゴウジクルマレンラクキョウギカイ 

団体名 松尾連合地車連絡協議会 

団体の目的 

南北松尾地区地車関係団体７町の交流、同地域の活性化に寄与するた

め、合同の地車祭の式典、パレードを通じて多くの人に祭礼への理

解・参加を募るとともに、見物客の安全を確保し、祭礼の伝統を保

存・継承する。 

市内事務所の 

所在地 

〒594-1143 

和泉市若樫町４６２ 

 

【専用事務所 ・ 住居と兼用 ・ その他（        ）】 

電 話 
090（3351）

5626 
F A X  （  ） 

フリガナ ヤマモト トミノリ 

代表者氏名 山本 富則 

連絡先 
※この申請について

問い合わせをしたと

きに対応できる方 

（連絡責任者氏名）※ 
 
ツジ トミヒサ 

電 話 
０８０（１４３６） 

０５２８ 

辻 富久 F A X 
０７２５（５４） 

１６４５ 

（住所）上記事務所以外に資料送付を希望する場合はご記入ください。 

和泉市若樫町４９５ 

設 立 年 月  平成 7 年４月 主な活動地域 和泉市南北松尾地区 

会報等の発行 有（４回発行） ・ 無 会員数 １５００人   

メールアドレス  tomihisa729＠gmail.com 

ホームページ http:// 

主な事業内容 

PR 用ポスターの企画・制作・会報の発行 

各町清掃及び PR 活動と式典・曳行連合パレードの実施 

11 月末に献血活動を実施 

主な活動の実績 

南北松尾地域一体となった祭りを実施することで、各町間の交流が深

まり、祭礼への参加者も増加、地域の活性化に寄与するとともに、地

車祭が深く定着し、“地域のだんじり祭り”が、年々、多くの人に地

域の伝統の文化として理解していただけるようになってきている。 

国・府・市及び

各種団体等から

の他の補助金及

び委託実績 

（過去３年間の

実績を記載） 

年度 名称 金額（円） 

   

 

様式第２号（第７条関係） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
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事業計画書 

１ 事 業 名 松尾連合地車祭継承事業 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    □ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

☑地域活性化コース 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

① 事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 
 

昨今、少子高齢化が急速に進むなか、地域住民の繋がりが希薄化されつつある社会情勢におい

て、祭礼を通して、人と人との繋がりをより強固なものにし、地域を活性化させ、後世へ継承す

ることで、地域住民同士のコミュニティーを高め、同じ地域に暮らす住民同士の日常生活の質の

向上にも寄与すると思料する。 

 
② 事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 
 

同じ地域に暮らす、小さな子ども達からお年寄りの方までが、祭礼を通じ、一堂に会すること

で、人と人との繋がりを深め、地域の実情を相互に認識し合うことで、急速に進んでいる少子高

齢化、犯罪の防止等の地域が抱える課題解決に向けた一助に繋がっている。 

また、清掃活動を通じて、日々、何気なく使用している生活道路の改善すべき箇所等、地域の生

活道路の状況を地域住民同士で認識し、よりよい街づくりや更なる生活道路の安全確保の構築、

また市民の祭礼に対する理解を得ることを目標としている。 

 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

①問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

 

日々の生活において使用している生活道路の清掃活動に際しては、清掃箇所を分担し、本協議会

だけでなく、近隣地域住民が地域道路の実情を認識するとともに、情報共有し道路状況の把握を

行う。 

祭礼時の安全対策においては、警備員を重点箇所に配置し、徹底した取り組みを行う。仮設用ト

イレの設置においては、毎年、必要箇所の見直しを行うなど、祭礼全体をより良いものにし、後

世においても継承していく。 

 

③ 実 施 期 間 （ 日

時） 

 

令和６年４月～令和７年３月 

④ 実施場所 
 

北松尾地区及び南松尾地区 

⑤ 主な対象者 

 

地域住民 

 

⑥ 参加予定者数 
 

２，０００人 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

⑦ 告知方法 

ポスターによるＰＲ活動 

商業施設等において、鳴り物披露 

各町におけるクリーンキャンペーン（清掃活動） 

５ 事業スケジュール 

次期（月） 

４月～８月 

８月 

 

 

９月 

１０月 

 

１１月 

内容 

定例会議（毎月）の開催 各町代表者出席 ３０～４０名 

クリーンキャンペーン（清掃活動） 

ポスター掲示等のＰＲ活動 

商業施設等において、鳴り物披露 

祭礼準備等 

祭礼曳行 

 

カレンダー配布 

 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してくださ

い。） 

① 公益性 

小さな子どもからお年寄りの方までが、一堂に会している地域挙げての祭礼

であり、殆どの祭礼関係者がそれぞれの役割を担っており、士気向上を共有

することで、少子高齢化が急速に進むなかではあるが、人と人の繋がりをよ

り深めるとともに、地域住民にとって有益性を成しえている。 

 

② 継続性 

祭礼を通して地域を活性化させることにより、特に若年同士の祭礼参加者を

増加させている。また伝統行事を実施することで、地域住民の更なるコミュ

ニティーの構築、犯罪防止に繋がっており、後世においても継承していく必

要がある。 

 

③ 実行性 

祭礼を通して、人と人との繋がりをより強固にし、礼儀作法を学び、祭礼支

え合うなかで、地域を活性化させ、後世へ継承することで、地域住民同士の

コミュニティーを高め、同じ地域に暮らす住民同士の日常生活の質の向上に

も寄与すると思料する。 

 

④ 協働性 

祭礼の開催に向けて、地域住民が一丸となり、人と人の繋がりを深め、地域

の活性化、幅広い世代間のコミュニーケーションを密にし、協働し合うこと

で、犯罪防止に寄与している。 

 

⑤ 公開性 

本事業は、各町会掲示板への及び SNS 等で啓発活動、ポスターによる PR 活

動及び会報による各町のイベント等の近況報告を行っている。 

 

⑥発展性 

（先駆性・ 

展開性） 

（集客性） 

年々、祭礼の観覧数が増加傾向にあり、本事業が盛大に開催されている。ま

た、祭礼は、都市全体において、地域づくり、人づくりに大きく寄与してお

り、地域活性化に更なる起爆剤として、今後においても祭礼の伝統を保存・

継承していく必要がある。 

 

 

 

 
※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
 



 

様式第４号（第７条・第１５条関係） 

 

収 支 予 算 書 
 

事業の名称：      松尾連合地車祭継承事業                       

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 800,000 和泉市市民活動推進支援金 

   

自主財源 735,000 年会費（80,000 円×７町） 

560,000 円 

運営協力金（25,000 円×７町）

175,000 円 

 674,180 団体会計 

合 計 2,209,180  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

消耗品費 15,000 紙、プリンターインク代：15,000 円 
消耗品費（対象外） 72,380 タスキ：33,880 円、横断幕：38,500 円 

食糧費 70,000 清掃活動時の飲料代（200 円×350

人）：70,000 円 

食糧費（対象外） 40,000 定例会議用飲料代：40,000 

印刷製本費 770,000 周知用ポスター作製 A１サイズ 

＠３４０円×５００部＝170,000 円 

カレンダー作製 

＠1,000 円×６００部＝600,000 円 

配布先：南北松尾地域住民・店舗等 

委託料 795,000 警備員（警備業者） 

延べ 25 名×30,000 円＝750,000 円 

パレード式典舞台設営：45,000 円 

使用料及び賃借料 255,000 本部椅子（４０）、テーブル（８）レン

タル：35,000 円 

仮設トイレ賃借料・汲み取り料 

18,000 円×10 箇所＝180,000 円 

高所作業車レンタル料：40,000 円 

使用料及び賃借料

（対象外） 

191,800 備品倉庫借り上げ 

合 計 2,209,180  

対象経費 1,905,000  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 



 

事業計画書 追加資料 

 

 

1 団体名 松尾連合地車連絡協議会 

2 事業名 松尾連合地車祭継承事業 

3 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    □ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

☑地域活性化コース 

4 令和 5 年度事業における反省点・課題・問題点とそれをどのように改善

するかについて記入してください。 

松尾連合地車祭継承事業のうち、広報活動として商業施設等における鳴り物

披露であるが、今年コロナ渦が明け、多くの来客が見込める大型商業施設内

等での広報活動を再開するか否か及びその開催方法についての協議には難航

した。結論としては、大型商業施設内等での広報活動は開催することになっ

たが、まだまだコロナ等の感染の完全収束が見込めないなか、今後、想定さ

れる社会的事象に左右されることのない持続可能な広報活動が必要であると

思料する。その広報活動の手法として、和泉市内外と限定することなく、鳴

り物披露をはじめとするポスター掲示による広報活動だけでなく、地域のま

ちづくり及び清掃活動に携わっている風景について SNS 等を活用し、情報共

有及び幅広く持続可能な広報活動を行うことで、和泉市を PR するとともに当

協議会の事業内容の紹介等を検討している。 

 

 

5 令和６年度事業において以下のことについて記入してください。 

・新たに取り組む事項 

・令和５年度事業と比較し発展・拡大が見込める事項 

・その他支援金を受けることで事業計画・予算・地域や市民に与える効果等

に変化がある事項 等 

・開催する事業等について、SNS 等を活用した発信及び拡散 

・広報活動並びに警備計画の範囲を拡大し、警備の強化を重点的に置き、祭

礼参加者及び祭礼見物客ともに、安心かつ安全な祭礼の構築 

・予算を強化させることで、事業計画をより充実化させ、自分たちが、愛情

を持って地域のまちづくりへ携わっていることの充実感を肌身で感じること

のできる事業へと策定することができる。 

 

 

 

※本資料に記載いただいた内容を含め審査を行います。 


